
横

北
海
道
の
地
震
と
火
山

山

地
震
と
火
山
噴
火

と
は
台
風
と
な
ら
ん

で
、
特

に
わ
が
国

で
は
話
題
が
豊
富

で
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で

は
北
海
道

に
直
接
関
連
す

る
こ
と
を

二
つ
述

べ
て
み
ま
す
。

一
つ
は
、
北
海
道
東
部

の
沈
降

は
大
地
震

の
前
触

れ

で
あ
る
の
か
。
他

は
、
樽
前
山
は
果

し
て
い
つ
噴
火
す
る
か
、

第1図 北海道東部(等 高線 は100m毎)
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で
あ
り
ま
す
。
以
下
に
縷

々

と
述
べ
ま
す
が
結
論

を
先

に

申
し
ま
す
と
、
両
者
と
も

は

っ
き
り
判
ら
な

い
と

い
う

こ

と

で
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
皆

様

の
中

に
は
、

こ
う

い
う

こ

と
で
は
怪
し
か
ら
ん
と
、
地

震
学
者
や
火
山
学
者

の
尻

を

叩
く
方
も
お
ら
れ
る
し
、
あ

る
い
は
自
然
と
は
そ
う

い
う

も

の
だ
、
時

の
経
過
を
待
と

う
と
諦
観
さ
れ

る
方
も
お
ら

れ
る
と
思

い
ま
す
。

e

北
海
道
東
部
の

異
常
沈
降
に
つ
い
て

泉

北
海
道

の
地
震
と
言

え
ば
、
根
室

・
釧
路

の
沖

か
ら
、
え
り
も
岬
の
沖

(青
森
県
東
方
沖
)

に
い
た

る
日
本
海
溝

沿

い
に
起

こ
る
巨
大
地
震

が
問
題

と
な
り
ま
す
。
地
震
発
生

に
関
し
て
は
古
来
諸
説
が
あ

り
、
あ

る
説

は
現
在

で
も
通
用
し
、
あ
る
説

は
消
え

て
行
き
ま
し
た
。
現
在
、
最
も
確

か
ら
し
い
法
則

の

一
つ
は
、大

地
震

は
あ

る
時
間
間
隔

で
同
じ
場
所

で
繰
り
返
し
て
起
き

る
と

い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
大
地
震

の

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
地
殻

の
中

に
蓄
え
る
に
は
、
あ

る

一
定

の
時
間
を
要
す

る
で

あ
ろ
う

こ
と
か
ら
も
理
解

で
き

ま
す
。
日
本
海

溝
沿

い
で
は
、

い
わ
ゆ

る
巨
大
地
震

(
マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド

M
が

八
前
後

の
地
震

)
は
約

一
〇
〇
年
毎

に
繰

り
返
さ
れ

る
と
言

わ
れ
て

い
ま
す
。
と
し
ま
す
と
、

一
九
五

二
年

の
十
勝
沖
地
震

(
M
八

・
一
)
、

一
九

六
八
年

の
十
勝
沖
地
震

(
M
七

・
九
)
、

一
九
七
三

年

の
根
室
半
島
沖
地
震

(
M
七

・
四
)

の
三
つ
の
地
震

で
、
北
海
道

の
太
平

洋
沖
は
埋
ま

っ
て
お
り
、

こ
こ
当
分

、
大

地
震

は
起
き
な

い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
も

っ
と
も
、
最
後

に
挙
げ
た
地
震

は
、
そ
の
規

模
が
少
し
小
さ

い
の
で
は
な

い
か
、
ま

だ

エ
ネ

ル
ギ

ー
が
残

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問

も
あ
り
ま
す
。
も
う

一
つ
の
疑

問
は
、

一
九
〇
〇
年
代

の
初

め
か
ら
観
測
さ
れ
て
い
る
道
東

の
沈
降

が

依
然
と
し
て
続

い
て
お
り
、
回
復

し
な

い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
わ
が
国

の
他

の
太
平
洋
岸
地
域

に
起

こ

る
大
地
震

に
際

し
て
は
、
地
震
発
生
ま

で
続

い
て

い
た
沈
降

は
、
地
震

と
同
時
に
は
ね
上

っ
て
元

へ
戻

る
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
道
東

の
異
常
沈
降

に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
す
。

北
海
道
東
部

で
は
、

一
九

一
〇
年

・
一
九

五
五
年

・
一
九
七
〇
年

に
広

域
的

に
、
そ
の
他
の
時
期
に

は
部
分
的

に
水
準
測
量
が
繰
り
返
さ
れ
て
、
上
下
変
動

が
調

べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
土
地
理
院

の
資
料

に
基
づ

い
て
各
期
間

の
上
下

変
動

の
様
子
を
示
し
ま
す
と
、
第

2

・
3

・
4
図
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
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単
位

は

㎝
で
、
斜
里
を
不
動
と
仮
定
し

て
い
ま
す
。
最
初

の
四
五
年

間
は
、
沈
降
量

は
東

西
の
帯
状

に

分
布

し
て
い
ま
す
が
、
次

の

一
五
年

間

に
は
や
や
様
子
が
変
わ
り

、
南
東

の
沈
降
が
著
し
く
、
次

の
五

年

間
に
は
さ
ら

に
局
地
的

に
な

っ
て
、
厚
床
付
近
が
最
大

の
沈
降

を
示

し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
厚

床
付
近

で
は
、
六
五
年
間

に
約

六
七

㎝
沈
降

し
て
お
り
、
そ

の
率

は

一
㎝
/
年
と
な
り
、
世
界
的

に
も

顕

著
な
も

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

こ
の
沈
降

は
、

一
九
七
三
年

の
根
室
半
島
沖
地
震

に
際
し
て
も

回

復

し
な
か

っ
た
こ
と
は
前
述

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
注
目
す

べ
き

こ
と

は
、
こ
の
沈
降
は
時
間
的

に

も
空

間
的

に
も
道
東
地
域
全
体

で

一
様
な
も

の
で
は
な
く
、

パ
タ
ン
が
変
化

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

現
象

は
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
道
東

の
異
常
な
地
殻
変
動

に
関
連
あ
り
そ
う
な

研
究
を
次

に
紹
介
し
ま
す
。

平
均
潮
位

の
永
年
変
化

国
土
地
理
院

の
藤

田
尚
美
氏
は
、
わ
が
国

の
各
検
潮
場
の
年
平
均
潮
位

の

永
年
変
化

か
ら

日
本
沿
岸

の
最
近

の
上
下
変
動
を
議
論

し
て
お
り
ま
す
。
潮
位

に
対
す
る
海
洋
学
的
補

正
を
完
全

に
施
す

こ
と
は
難

し
い
の
で
す
が
、
藤

田
氏

の
結
果

に
よ
れ
ぽ
、
道
東
は
東
北
地
方
の
三
陸

沿
岸
と
共

に
、
五

㎜
/
年
以
上

の
速
さ

で
沈
降
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
道
東

の
異
常
沈
降

は
孤
立
し

た
も

の
で
は
な
く
、
よ
り
広
範
囲

の
現
象

に
重
な

っ
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

第2図1910年 ～1955年 の上下 変動

厚
岸
湖
の
沖
積
世
地
殼
変
動

地
質
調
査
所

の
大
島
和
雄
氏

は
、
厚
岸
湖

の
ヵ
キ
礁

の
高
度
分
布
を

調
べ

て
次

の
よ
う

に
論
じ
て

い
ま
す
。
北
海
道

に
お
け
る
縄
文
海
進

の
水
準
は
、
自
然
貝
殻
層

の
標
高

な
ど
か
ら
三
～
四

m
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
る
に
、
厚
岸
湖

で
は
、
ヵ
キ
礁

は
海
面

す
れ
す
れ

の
と

こ
ろ
に
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
○
～
二

m
に
止
ま

っ
て
い
ま
す
。
し

た
が

っ
て
厚
岸
湖
周
辺

は
、
縄
文
海
進

(約

五
千
年
前
)
以
降
、

二

m
く
ら

い
沈
降

し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
沈
降
が

一
様

に
進

ん
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
厚
岸
周
辺

で
は
平
均
○

・
〇

四

cm

/
年

の
沈
降

と
な
り
ま
す
。
前
述

の
よ
う

に
、

一
九
〇
〇
年
代

の
沈
降

は
最
大

一
cm
/
年

に
達
す
る
場

所
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
過

去
五
千
年

間
の
平
均
沈
降
量

に
較

べ
ま
す
と
、
大
変
大
き

い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

幽
八
九
四
年
の
地
震
の
際
の
上
下
変
動

道
東
地
域

で
は
、
果

し
て
過
去
の
大
地
震

の
際

に
地
盤
変

動
が
あ

っ
た

の
で
あ
ろ
う

か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
前

回
の
根
室
沖

の
大
地
震

は
、

一
八
九
四

(明
治

二
十
七
)
年
三
月
二
十
七
日
の
M
七

・
九

で
あ
り
ま
す
。
根
室

・
釧
路

・
厚
岸

で
被
害
家
屋

の
総
数

は

二
八
戸
で
、

死
者

一
人

で
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
地
震

に

つ
い
て
は
、

震
災

予
防
調
査
会
報

告
第

三
号

(
明
治
二
十
八
年
)

に
大
森
房
吉
博

士
の
詳
細
な
調
査
報
告
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
こ
の
大
地
震

に
際

し
て
、
数

一
〇

㎝
の
陸
地

の
隆
起
が

あ
れ
ば
、
必
ず

や
、

こ
の
報
告
書

に

書
き
残
さ
れ
た
筈

で
あ
り

ま
す
。
海

水

の
変
動

に
関
す
る
記
述
を
次

に
再

録

し
ま
す
。

「
今
回
の
地
震

に
際

し
て
は
根
室

、

釧
路
等

の
東
沿
岸

に
て
は
其
当
夜
海

水

の
変
動
は
あ
り
た
れ
と
も
著

か
ら

す
し
て
幸

に
大
津
浪

に
は
あ
ら
さ
り

し
即
ち
激
震
後
二
〇
分

乃
至
三
〇
分

時
を
経
て

一
旦
海
水

の
退
却
あ
り
再

び
上
り
来

り
其
よ
り
引
続
き
数
回

の

干
満
を
為

せ
り
而
し
て
此
小
津
浪

の

往
復
振
動
期

は
二
〇

乃
至

三
〇
分
に
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し

て
当
海
岸

に
て
は
海
水
高
低
の
差

は
四
～
五
尺

に
上
り
た
る
所
多
し
。」

「
眞
龍
村
渡
船
場

(
厚
岸
)

に
て
は
著
き
潮

の
干
満
五
回
あ
り
動
揺
は
翌
朝
午
前
二
時
頃
迄
続
き

た

り
し
と
云

ふ
。」

こ
の
よ
う
な
詳
細
な
観
察

に
ょ
る
報
告
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
も

し
、
渡
船
場

で
数
十

㎝
の
陸
地
の
隆

起
が
あ
れ
ば
、
必
ず
記
述
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

な

お
、
大
森
博

士

は
次

の
よ
う

に
述

べ
て
お
り
ま
す
。

「
天
保
十
四
年

(
一
八
四
三
年
)
大
地
震

(
釧
路
沖

M
八

・
四
)

の
震
源
も
今
回
地
震

の
震
源
と
相

近
く

且
つ
或

は
少

し
く
陸
地
に
近

か
り
し
か
如
し
、
思

ふ
に
今
後
数
十
年
を
経
た

る
時

に
於
て
再
び
北

海
道

に
大
地
震
有

る
や
も
知
る
可

か
ら
す
と
錐
も
其
震
源

は
同
く
附
近

の
海
中

に
あ
り

て
新
に
陸
地
内

に
於

て
大
変
動
を
起
す

か
如
き

こ
と
は
殆
と
無
か
る

へ
き

に
似
た
り
。」

私

は
、
さ
ら

に
確

め
る
た
め
に
、

こ
の
明
治

二
十
七
年
の
大
地
震
を
実
際

に
体
験
さ
れ
た
方
を
探
し

て
、
そ

の
見
聞

談
を
伺

い
ま
し
た
。
そ
れ

は
昭
和
四
十
九
年

の
こ
と
で
し
た
が
、
根
室
市
温
根
沼
十
番

地

に
お
住
ま

い
の
伊
藤
初
太
郎

さ
ん

(明
治
十

六
年
生
れ
で
地
震

の
と
き
十

一
才
、
当
時
九
十

一
才

で
、

九
十

三
才

で
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
)
を
訪

問
し
ま

し
た
。
伊
藤
さ

ん
は
教
育
者

と
し
て
功
労

の
あ

っ
た

方

で
あ
り
ま
す

。
そ
の
談
話

に
よ
り
ま
す
と
、
少
な
く
と
も
根
室
市
和
田
地
域

は
、

こ
の
地
震

の
前

か

ら
沈
降

が
進
ん

で
お
り
、
地
震

に
際

し
て
も

回
復

し
な
か

っ
た
そ
う

で
あ
り
ま
す
。

な
お
、

こ
の
地
域

で
初

め
て

一
等

水
準
測
量
が
実
施
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
五
年
頃

で
、
伊
藤

さ
ん
は
そ
の
測
量
を
手
伝

っ
た
こ
と
が
あ
る
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
花
咲

の
検
潮
場
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
地
震

の
二

年
後

で
し
た
。

さ
て
、
以
上
を
ま
と
め
ま
す
と
、
道
東

の
異
常
沈
降

に
対
す
る
考
え
方
は
、
次

の
よ
う
に
分
類
さ
れ

る
と
思

い
ま
す
。

㈲

大

地
震
の
発
生
に
関
連
し
て
い
る
。

一
㎝
/
年
の
沈
降

は
明
ら

か
に
異
常

で
あ
り
、
地
殻

に
歪

力
が
蓄
積
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
限
界

に
達
し
た
歪

エ
ネ

ル
ギ

ー
が
地
震
と

し
て
解
放
さ
れ
、
そ
の
際
、
沈

降

け

一
挙

に
元

へ
戻

る
で
あ
ろ
う
。

一
八
九
四
年

の
大
地
震
以
来
歪
は
蓄
積
さ
れ

て
き

て
、
次

の
大
地

震

に
よ
り
解
放
さ
れ

る
筈

で
あ
る
。

一
九
七
三
年

の
根
室
半
島
沖
地
震

は
そ

ん
な

に
大
き

い
も
の
で
は

な
く
、
近

い
将
来
、
よ
り
大
き

い
地
震
が
起

る
で
あ
ろ
う
。

㈲

沈
降
は
や
が
て
徐

々
に
回
復
す
る
。
歪
を
貯
え
た
地
殻
が
弾
性
的
に
急
激

に
歪
を
解
放
す
れ
ぽ

地
震
と
な

る
が
、
非
弾
性
的
に
ク
リ
ー
プ

し
て
徐

々
に
解
放
す
れ
ば
地
震

と
は
な
ら
ず

に
、
沈
降

は
回

復
す
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
七
三
年

の
地
震

に
よ

っ
て
歪
の

一
部

は
解
放
さ
れ
た
が
、
残
り
は
徐

々
に
解

放
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

㈲

大
地
震
と
は
関
連
し

て
い
な
い
。
元
来
、
北
海
道
東
部
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸

は
、
東
北
地
方

三

陸
海
岸
を
も
含

め
て
、
約
○

・
五

㎝
/
年

の
速

さ
で
広
域
的

に
沈
降

し
て
い
る
。

ま
た
北
海
道
東
部
で

は
、

そ
の
平
均
速
度

は
小
さ

い
が
、

縄
文

前
期
以
降
沈
降

し
て
い
る
。

特

に
、

厚
床

・
別
海
付
近

で

は
、
地
下
構
造

の
特
異
性

(約
九
〇
〇

m
ま

で
密
度

の
小
さ

い
堆
積
層

で
あ

る
)

の
た
め

に
沈
降
が
著

し
い
。

こ
れ
は
圧
密
沈
下

で
あ
り
、
歪
力

の
蓄
積
を
伴
わ
な

い
の
で
大
地
震
と
直
接

に
関
連

し
な
い
。

ω

㈲
と

㈲
と
が
重
■
し
て
い
る
。

㈲

ω
と
㈲
と
が
重
畳
し
て
い
る
。

実
状

は
、
㈲
を
考
え

て
い
る
人

は
非
常

に
少
な

い
。

で
は
、
道

東

の
沈
降

は
ど
う
な
る
か
。
㈲
は
理

論
的

に
は
あ
り
得

る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
実
証

は
沈
降

の
回
復
を
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
㈲
の
難
点

の

一
つ
は
、
堆
積
層
上

に
な

い
花
咲
検
潮
場
も
同
じ
よ
う

に
沈
降

し
て
い
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

あ
の
広
大
な
根
釧
原
野

に
、

こ
の
よ
う
な
難

し
い
問
題
が
伏
在

し
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
自

然
の

仕
組

み
の
複
雑
さ
を
嘆
ず

る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

口

樽
前
山
の
火
山
活
動
に
つ
い
て

樽

前
山
は

一
九
七
八

(昭
和
五
十
三
)
年
五
月

に
火
山
灰
を

小
噴
出

し
て
以
来
、
活
動
の
消
長
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。
こ
の
小
噴
出
は
、
山
頂

の
溶
岩
円
頂
丘

(ド

ー
ム
)

の
南
東
麓

に
位
置

し
て
い
る

A
噴
気
孔
か
ら

で
し
た
が
、
そ
れ
以
降
、
A
火

口
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
円
頂
丘

直
下

の
火
道

に
つ
な
が

っ
て

い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
年

(
一
九
八

一
年
)
に
入

っ
て
二
月
末
、

少
量

の
噴
出
物
が
新
雪

の
上

に
分
布

し
て
い
る
の
が
、
定
期
航
空
機
か
ら
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
北
大

の

有
珠
火
山
観
測
所

で
は
、
後
述

の
よ
う

に
、
樽
前
山
周
辺

に
地
震

計
を
配
置

し
て
そ
の
活
動
を
調

べ
て

い
ま
す
が
、
二
月
末

の
小
噴
出

に
先

立

っ
て
、
浅

い
微
小
地
震

の
頻
度
が
増
え
、
噴
出
が
終

る
と
、
と

た
ん
に
平
静

に
戻

る
と

い
う
パ

タ
ソ
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
震
活
動
だ
け
か
ら
小
噴
出
が
あ

る
だ
ろ
う
と

い
う
予
測

は
で
き
ま
せ
ん
。
現

に
、
地
震
活
動
が
活
発
化

し
て
も
噴
出

の
な

い
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
現
状
で
は
、
地
震

の
頻
度

が
増
え
る
と
警
戒
を
強

め
て
お
り
ま
す
。

樽

前
山
は

い
つ
噴
火
す
る
か
、

の
質
問

に
対
し
ま
し
て
は
、
長
期
的

予
測
と
短
期
的
予
測
と
が
あ
り

ま
す
。

一
九

六
七
年
以
来
、
気
象
庁
苫
小
牧
測
候
所
が
七
合
目

に
お

い
て
地
震
観
測
を
続
け

て
お
り
ま

12



す
が
、
地
震
頻
度

は
消
長
を
繰

り
返

し
な
が
ら
、
そ

の
ピ
ー
ク
値
は
徐

々
に
増
大
し
て
来

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

一
九
〇
九
年

の
噴
火
以
来
、

す

で
に
七
十
年
を
経
過
し
て
お
り
、

充
分
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

蓄
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に

一
九
七
八
年

以
来
、

A
火

口
か
ら
小
噴
出
が
数
回
あ
り
ま
し

た
。

い
ず

れ
は
噴
火
す

る
で
あ
ろ
う
、
と

い
う

の
が
長
期
的

予
測

で
あ
り
ま
す
。
短
期
的
予
測
あ
る

い

は
直
前
予
報
は
、
前
述

の
微
小
地
震

の
頻
度
急
増
、
規

模
増
大

、
円
頂
丘
及
び
そ
の
周
辺

の
膨
張
変
形
、

火

口
噴
気

の
活
発
化
な
ど

か
ら
判
断
さ
れ
る
筈

で
あ
り
ま
す
。

一
九
八

一
年

九
月
現
在

で
は
、
直
前
予

報
を
発
す

る
情
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
、
樽
前
山

に
お
け
る
観
測
例
が

な
い
の
で
、
他

の
火
山

に
つ
い
て
、
地
震

の
頻
度
と
噴
火
と

の
関
係
を
見

て
み
ま

し
ょ
う
。
第

5
図

固
は
、
浅
間
山

の

一
九
五

一
年
噴
火

の
例

で
、
八
、
九
月

は
平
常

よ
り
地
震

回
数
が
増
え
、
九
月

二
十
九
日
に
急
増

し
始
め
、
四

日
後

に
噴
火

し
ま

し
た
。
ω
は
桜
島

の

一
九

一
四
年
噴
火

の
例

で
、

一
月
十

一
日
早
朝
か
ら
地
震
が
増

え
て
、
ピ
ー
ク
に
達

し
て
か
ら
約

一
八
時
間
を
経

て
噴
火
が
始
ま
り
ま
し
た
。

㈲
は
カ

ム
チ
ヤ

ッ
カ

の

ク
リ

ュ
チ

ェ
フ

ス
カ
ヤ
火
山

の

一
九
五

一
年

噴
火
の
例

で
、
地
震
活
動

の
ピ

ー
ク
が
収

ま

っ
た
直
後

に

噴
火
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
火
山

に
よ

っ
て
、
あ
る
い
は
同
じ
火
山

で
も
場
合

に
よ

っ
て
種

々

月

な
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
震
活
動
が
活

12

第5図(a)19引 年浅聞山噴火と地震回数

100

地

面

教50

毎
日

963

1914年 桜島噴火 と地震回数

発

化
し
て
も
、
結
局
、
噴
火
し
な
か

っ
た
例
も
沢

山

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
数
日
単
位

の
短
期

(b)

地

震20

数10

毎
鱒

12日月 日1

(c)1951年 ク リュチ ェ7ス カヤ

火山噴火と地震回数

予
測
を
す
る

こ
と
は
非
常

に
難

し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
地
震
観
測

だ
け
で
な
く
、
地
殻

変
動
や
熱
異
常

な
ど
に
ょ

る
方
法
を
併

せ
用

い
て
判
定
す

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

樽
前
山

の
観
測
体
制

前
述

の
よ
う
に
、
す

で
に

一
九
六
七
年

か
ら
苫

小
牧
測
候
所
は
、
七
合
目

に

あ

る
地
震
計

か
ら
信
号
を
無
線

で
受

け
て
、
常
時
火
山
活
動
を
監
視
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
震
計

の
送

信
機

は
太
陽
電
池
を
電
源

に
使

っ
て

い
ま
す

の
で
、
電
線

工
事
な
ど

で
自
然

の
景
観
を
害
す

る
こ
と
が

あ
り

ま
せ
ん
。
北
大
有
珠
火
山
観
測
所

は
、
有
珠
山

に
加
え
て
樽
前
山
及
び
駒

ケ
岳

の
観
測

・
研
究
を

行

っ
て
い
ま
す
。
樽
前
山

の
観
測

に
つ
い
て
は

一
九
七
八
年
以
来
、
試
行
実
験
を
繰
り
返

し
、
精
度

と

安
定
度

の
高

い
観
測
体
制

に
な

っ
て
来

て

い
ま
す
。
そ

の
観
測
網
を
第

6
図

に
示
し
ま
す
。
七
合
目

の

苫
小
牧
測
候
所

A
点

の
地
震
信
号
は
無
線

で
測
候
所

へ
送
ら
れ
、

こ
こ
で
分
岐
さ
れ
た
信
号

は
電
話

回

線

で
有
珠
火
山
観
測
所
白
老
送
信
所

へ
送
ら
れ
、
有
珠
火
山
観
測
所
が
樽

前
山

の
西
側
に
設
置
し
た
地

震
計

か
ら

の
信
号
と

一
緒

に
無
線

で
洞
爺

湖
南
岸

の
有
珠
火
山
観
測
所

へ
送
ら
れ

て
記
録
さ
れ
ま
す
。

無
線
信
号

は
途
中

で
登
別
四
方
…嶺

・
室

蘭
測
量
山

・
洞
爺
湖
畔
香
川

で
中
継

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ

う
に
、
火
山
を
取
り
囲
ん
で
地
震
計
を
配
置

す
る
と
、
そ
こ
に
起

こ
る
地
震

の
震
源
決
定

の
精
度

が
格

段
に
よ
く
な
り
ま
す
。
わ
が
国

の
火
山

で
、
気
象
庁
と
大
学
の
観
測
網
が
結
合

し
て
い
る
の
は
、
実

は

樽
前

山
だ
け

で
す
。
有
珠
火
山
観
測
所

で
は
、
本
年
度
中

に
駒

ケ
岳

の
観
測
網
を
完
成
す
る
予
定

で
す

が
、
同
じ
よ
う
に
森
測
候
所

の
地
震
計

か
ら
信
号
を
分
岐

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

300地

数2。o

毎

日

100

182022242628416

11月

樽
前
山

の
西
側

の
観
測
系
に
は
、
山
頂
火

口
原

の

西
山

の
直
下

に
設
置
さ
れ
た
高
感
度
傾
斜
計
も
含
ま

れ
て
お
り
ま
す
。
溶
岩
円
頂
丘
の
変
動
を
探
知
す
る

目
的

で
す
。
現
在
、

こ
の
観
測
系

は
ケ
ー
ブ

ル
で
自

老
送
信
所

に
結
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
近

い
将
来
、
こ

れ
を
無
線

に
替
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

さ
ら

に
観
測

の
精
度
を
上
げ
る
た
め
、
北
側
中
腹

に

も
地
震
計
を
増
設
す

る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。

一

般

に
、
現
在

の
観
測

シ
ス
テ
ム
で
は
交
流
電
源
や
雷

話

回
線
を
利
用
す

る
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
樽

前
山
麓

は
広
大
で
、

こ
れ
ら
が
利
用

で
き

る
と
こ
ろ

は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
樽
前
山

は
北
海

.13



道

で
も
特
に
自
然
保
護
が
徹
底
し
て

い
る
地
域

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら

の
諸
条
件
を
満
た
し

て
、
限
り

あ

る
経
費

で
役

に
立

つ
観
測
体
制
を

つ
く
り
上
げ

る
に
は
、
学

問
と

は
別
な
苦
労
が
あ
り
ま
す
。

樽
前
山

で
は
地
震
観
測

の
ほ
か
に
、
山
頂
溶
岩
円
頂
丘

の
変
動
を
検
知
す

る
た
め
の
測
量
網
が

で
き

て
お
り
ま
す
。
有

珠
火
山
観
測
所

で
は
、
す

で
に

一
九
七

一
年
以
来
、
円
頂
丘
と
東
山
三
角
点

・
西
山

三
角
点

・
小
樽
前

独
標
と

の
間
の
距

第6図 北大有珠火山観測所(UVO)の 火山地震の観測体制、JMAは 気象庁

午歳△ 羊蹄山
◎

離
を
光
波
測
距
儀

に
よ

っ
て
繰

り
返

し
測
定
し
て

い
ま

す
。
ま
た
、
両
三

角
点

か
ら
円
頂

丘

の
高

さ
を
精
密

に

測

っ
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
特

に
異

常

な
変

動
を
認

め

て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
種

の
山
頂
に
お
け

る

測
量
は
、
厳
冬
期

間
は
実

施
困
難
と

な
り
ま
す
。
本
年

二
月

の
活
動
活
発

化
に
際

し
て
は
、

道
庁
災
害
消
防
課

の
ご
尽
力

に
よ

っ

て
道

の

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー
に
よ

っ
て
、

人
員

・
機
械
を
樽

前
山
頂
に
運

ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

次
の
樽
前
山

噴
火
は
ど
う
な
る
か
。
現
在

の
山
頂
溶
岩
円
頂
丘
は
こ
の
火
山

の
主
火

口
を

ふ
さ

い
で

.
い
る
の
で
、
次

の
噴
火

は
ま
ず

こ
の
円
頂

丘
の
破
壊

か
ら
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
九
〇
九
年

に

こ
の
円
頂
丘
が
形
成
さ

れ
て
以
来

今
日
ま
で
の
た
び
た
び
の
小
活
動

は
、
円
頂
丘
に
き
れ

つ
を

つ
く

る

結
果

に
な

っ
て
い
ま
す
。
樽
前
山

の
過
去
の
活

動
を
振
り
返

っ
て
み
ま
し

ょ
う
。
現
在

の
円
頂
丘
は
二

代
目

で
あ
り
、
昔

に
も

円
頂
丘
が
存

在
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
多
分

、

一
八
○
○
年

よ
り
以

前

に
形
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、

一
八
七
四

(
明
治

七
)
年

の
噴
火
で
完
全

に
破
壊
さ
れ
ま
し

た
ー

次

の
噴
火

は
こ
の
噴
火
と
同
型

と
考
え
ら
れ
ま
す
ー

。
こ
の
と
き
吹
き
飛
ぽ
さ
れ
た
岩
塊

は

灼
熱

し
て
お
り
、
外
輪

山
を
越
え
山
腹
を

こ
ろ
げ
落
ち
ま
し
た
。
黒
煙
は
電
光
を
伴
な

っ
て
上
昇
し
、

主
と

し
て
南

に
降
灰

し
ま
し
た
。
錦
岡

で
は
火
山
灰

の
厚

さ
が
四
五

㎝
に
も

な
り
ま

し
た
。
札
幌

に
も

灰
が
降

り
、
鳴
動
が
聞

こ
え
、
住
民

の
な

か
に
は
避
難
す
る
者
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
噴
火
に
よ

っ
て

円
頂
丘
は
破
壊
さ
れ

て
、
そ

の
跡

に
は
直
径
約
六
〇
〇

m
の
火

口
が
生
じ
、
こ
の
後

の
三
十

五
年
間

の

活
動
は
こ
の
火

口
で
起

こ
り
ま
し
た
が
、

一
九
〇

九

(明
治
四
十
二
)
年

の
噴
火

に
よ

っ
て
、
現
在

の

二
代
目
円
頂

丘
が
形
成
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

第
6
図
で
樽
前
山
と
有
珠
山
と
を
比
較
し
て
み
ま
す
。

一
見

し
て
、
そ
れ
ら

の
大
き
さ
の
違

い
が
明

ら

か
で
あ
り
ま
す

。
普
通
、
火
山
弾

の
到
達
す

る
最
大
距
離
を
三
㎞
く
ら

い
と
考
え
ま
す
が
、
有
珠
山

で
は
三
㎞
以
内

に
洞
爺
湖
温
泉
が
含

ま
れ

る
の
に
対
し

て
、
樽
前
山

で
は

一
〇

㎞
以
内

に
丸
山
及
び
湖

畔
が
や

っ
と
含

ま
れ

る
だ
け

で
す
。
両
火
山

で
は
噴
火

の
タ
イ
プ

に
違

い
が
あ
り
ま
す
が
、
概
し
て
言

え
ば
、
樽
前
山

の
噴
火
災
害
は
有
珠
山

の
場
合
よ
り
薄

ま
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

セ
ン
ト

・
ヘ
レ
ン
ズ
火
山
と
の
相
似

目
を
国
外
に
転

じ
ま
す
と
、
昨
年

(
一
九
八
○
年
)
五
月
十

八
日
に
、
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
岸

ワ
シ
ソ
ト

ン
州

の
セ
ン
ト

・
ヘ
レ
ン
ズ
火
山
が

一
二
三
年
ぶ
り

に
大

噴
火
し
ま
し
た
。

こ
の
噴
火
に
よ

っ
て
、
海
抜
約

三
、
○
○
O

m
の
山
頂
よ
り
や
や
下

の
北
側
が
吹
き

飛
ば
さ
れ
て
、
山
頂

は
約
四
〇
〇

m
低
く
な
り
、
大
規
模
な
山
体
崩

壊
、
岩
な
だ
れ
、
激

し
い
突
風
、

火
砕
流
、
大
泥
流
な
ど

に
よ

っ
て
広
範
囲

の
地
域
を
荒
野

と
化

し
ま
し
た
。
そ

し
て
海
抜
約

一
、
八
○

O

m
の
と
こ
ろ

に
南
北
三
㎞

x
東
西

一
・
五
㎞

の
北

へ
開

い
た
火

口
が
生
じ
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
噴

火
活
動
は
、

一
八
八
八

(
明
治
二
十

一
)
年

の
磐
梯
山

の
大
爆
発

に
類
似
し
て
い
ま
す
。
磐
梯
山

は
こ

の
と
き
の
噴
火

に
よ

っ
て
、
南
北

二
㎞

×
東

西
二

・
二
㎞

の
馬
蹄
形

の
火

口
を
生
じ
、
そ

の
噴
出
物

は

川

の
流
れ
を
せ
き

止
め
て
、
五
色
沼
な
ど

の
多
く

の
池

・
沼
を

つ
く
り
ま
し
た
。

セ
ン
ト

・
ヘ
ソ
ン
ズ
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火

山
で
は
、
そ

の
後
も
火

口
内

で
噴
火
が
起

こ
り
ま
し
た
が
、
六
月
中
旬

に
は
、
火

口
底

に
溶
岩
円
頂

丘
の
生
成
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
高

さ
九
〇

m
ま

で
成
長

し
ま
し
た
が
、
七
月

二
十

二
日
の
噴

火

で
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
八
月

に
再
び
溶
岩
円
頂
丘
が
現

わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動

が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
が
本
年

五
月

に
現
地
を
訪
れ
た
と
き

に
は
第

7
図
に
示
す

よ
う

に
、
昨

年
十

二
月
、
本
年

二
月
、
四
月
に
形
成

さ
れ

た
三
つ
の
円
頂

丘
の
残
存
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
重
な

っ
て

い

ま
し
た
。
溶
岩

の
湧
出

口
は
常

に
中
央
部
と

み
な
さ
れ
て
い
て
、

こ
こ
か
ら
噴
煙
が
も
く
も
く
と
昇

っ

て
い
ま
し
た
。
溶
岩

の
性
質
は
安
山
岩

に
近

い
そ
う

で
す

か
ら
、
樽
前
山

の
溶
岩
円
頂
丘
に
似

て
い
る

も

の
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
う

い
う
わ
け

で
、

セ
ン
ト

・
ヘ
レ
ソ
ズ
火
山
の
溶
岩
円
頂
丘

の
活

動
は
、
樽

前
火
山

の
そ
れ
を
考
え
る
場
合
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
両
火
山

で
違

っ
た
点
も
あ
り

第7図 セ ン ト・ヘ レンズ央山の 火ロ内の溶岩円頂 丘。

その 高さは約100m。(1981年5月 現在)

ま
す
。
火
山
噴
火

は
、
同
じ
火
山

で
も
全
く
同
様
な

、噴
火

は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
の
樽
前
山
頂

の

溶
岩
円
頂
丘

は
、

一
九
〇
九
年
四
月

に
二
日
以
内

で
形
成
さ

れ
た
も

の
で
す
。

現
在
、

ア
メ
リ
カ
地
質
調
査
所

に
よ

る

セ
ン
ト

・
ヘ
レ
ン
ズ
火
山

の
観
測
は
前

述

の
火

口
内

に
集
中

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
計

・
傾
斜
計

・
ガ
ス
分

析
器
が
設
置
さ
れ

て
い
て
、

こ
れ
ら
の
信
号

は
す
べ
て

無
線

に
よ

っ
て
約

四
〇

㎞
は
な
れ
た
観
測
基
地

へ
送
ら
れ

て
い
ま
す
。
円
頂
丘
の
隆
起
を
調
べ
る
た
め

に
、
火

口
内

に
約

三
〇
点

の
水
準
点

を
設
置

し
て
、
高

さ
の
測
定
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
観
測
者

は

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー
で
火

ロ

へ
送
り
込
ま
れ

ま
す
。
ま
だ
噴
火

の
お
そ
れ

の
あ
る
火

口
内

で
測
量
を
行
う
と

は
/

私
は
、
あ
な

た
た
ち

は

「
カ

ミ
カ
ゼ
」
火
山
学
者

だ
、
と
言

い
ま
し
た
。
彼
ら
も
そ
れ
を
認
め

て
い
ま
し
た
。
も

っ
と
も

、
彼
ら
も
毎

日
の
火
山
活
動

の
状
況
を
、
地
震
観
測

の
結
果

か
ら
四
階
級

に

評
価

し
て
、
安
全

な
日
に
だ
け
火

ロ
へ
入

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ

で
も

わ
が
国

で
は
、

こ
う

い
う
危
険
を
冒
す

こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
彼

ら
の
研
究
結
果

に
よ

れ
ば
、
噴
火

に
先
立

っ
て
、
ま
ず
溶
岩
円
頂
丘

の
近
傍
が
局
地
的

に
隆
起
し
始

め
、

い
よ

い
よ
噴
火
が

切
迫
す
る
と
、
火

口
下

の
地
震
が
急
増
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ

っ
て
、
噴
火

の
長
期

、
短
期

の
予
測
が
可

能

で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。
現

に
、
本
年

九
月
始

め
に
は
、

こ
の
経
過
を
経
て
、
予
想

さ
れ
た
と
お
り

に
噴
火
し
て
、
溶
岩
を
流
出
し
て
、
第

7
図

の
溶
岩
円
頂

丘
に
さ
ら
に
溶
岩
を
付
加

し
た
そ
う

で
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
太
平
洋
を

へ
だ
て
て
樽
前

山

・
有

珠
山

・
磐
梯
山

の
火
山
活
動
と

セ
ソ
ト

・
ヘ
レ
ソ

ズ
火
山
の
そ
れ
と
が
相
似
す
る
点

の
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
学
問

の
交
流

の
大

切
な
こ
と
が
よ
く
わ

か
り
ま
す

。

終
り

に
、
樽
前

山

の
観
測
施
設

の
整

備
に
当

っ
て
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
環
境
庁

・
営

林
署

・

電
波
監
理
局

・
道

総
務

部

・
道
警
航
空
隊

の
各
位

に
深
甚

の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

(
北
大
理
学
部
教
授
)
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